
 
公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会 定款 

 
            

第１章 総則 

 (名称)  

第１条 この法人は、公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会と称する。 

 (事務所) 

第２条 この法人は、主たる事務所を静岡県静岡市葵区駿府町１番 70 号に置く。 

 

 

第２章 目的及び事業 

 (目的) 

第３条 この法人は、障害者スポーツの振興を図ることにより、スポーツを通じて障害者の社会参

加を促進し、もって障害者福祉の向上に寄与することを目的とする。     

 (事業) 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

(1) 障害者スポーツの普及育成活動の推進 

(2) 静岡県障害者スポーツ大会の開催並びに障害者スポーツ大会への参加者等派遣及び参加 

(3) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 

第３章 資産及び会計 

 (基本財産) 

第５条 この法人の目的である事業を行うために不可欠な次に掲げる財産は、この法人の基本財産

とする。 

(1) 基本財産とすることを指定して寄附された財産 

 (2) この法人の設立後に理事会及び評議員会で基本財産に繰り入れることを承認した財産 

２ 基本財産のうち、現金は、確実な金融機関に預け入れ、若しくは信託会社(信託業務を行う銀行

を含む。)に信託し、又は国債、公債その他確実な有価証券に替えて保管しなければならない。  

３ 基本財産は、この法人の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理し、基本財産

の一部を処分しようとするとき及び基本財産から除外しようとするときは、あらかじめ理事会及

び評議員会の承認を得なければならない。 

(事業年度) 

第６条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

 (事業計画及び収支予算) 

第７条 この法人の事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類につい

ては、毎事業年度開始の日の前日までに、理事長が作成し、理事会の決議を経て、評議員会の承認



を受けなければならない。これを変更する場合も同様とする。ただし、軽微な変更については、こ

の限りでなく、理事会の決議を得た後、最初に開催する評議員会に報告するものとする。 

２ 前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間備え置き、一般の

閲覧に供するものとする。 

(事業報告及び決算) 

第８条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事長が次の書類を作成し、

監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。 

(1) 事業報告 

(2) 事業報告の附属明細書 

(3) 貸借対照表 

(4) 損益計算書(正味財産増減計算書) 

(5)  貸借対照表及び損益計算書(正味財産増減計算書)の附属明細書 

(6) 財産目録 

２ 前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３号、第４号及び第６号の書類については、定時

評議員会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類については、承認

を受けなければならない。 

３ 第１項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に５年間備え置き、一般の閲覧に供するととも

に、定款を主たる事務所に備え置き、一般の閲覧に供するものとする。 

(1) 監査報告 

(2) 理事及び監事並びに評議員の名簿 

(3) 理事及び監事並びに評議員の報酬等の支給の基準を記載した書類 

(4) 運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを記載した

書類 

  (公益目的取得財産残額の算定) 

第９条 理事長は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第 48 条の規定に

基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日における公益目的取得財産残額を算定し、前条第３項

第４号の書類に記載するものとする。 

 

 

   第４章 評議員 

 (評議員の定数) 

第 10 条 この法人に評議員 11 名以上 15 名以内を置く。 

 (評議員の選任及び解任) 

第 11 条 評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律(以下「一般社団・

財団法人法」という。)第 179 条から第 195 条までの規定に従い、評議員会において行う。 

２ 評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなければならない。 

(1)  各評議員について、次のアからカまでに該当する評議員の合計数が評議員の総数の３分の１

を超えないものであること。 

ア 当該評議員及びその配偶者又は３親等内の親族 

イ 当該評議員と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者 



ウ 当該評議員の使用人 

エ イ又はウに掲げる者以外の者であって、当該評議員から受ける金銭その他の財産によって

生計を維持しているもの 

オ ウ又はエに掲げる者の配偶者 

カ  イからエまでに掲げる者の３親等内の親族であって、これらの者と生計を一にするもの 

(2)  他の同一の団体(公益法人を除く。)の次のアからエまでに該当する評議員の合計数が評議員

の総数の３分の１を超えないものであること。 

ア 理事 

イ 使用人 

ウ 当該他の同一の団体の理事以外の役員(法人でない団体で代表者又は管理人の定めのある

ものにあっては、その代表者又は管理人)又は業務を執行する社員である者 

エ 次に掲げる団体においてその職員(国会議員及び地方公共団体の議会の議員を除く。)であ

る者 

① 国の機関 

② 地方公共団体 

③ 独立行政法人通則法第２条第１項に規定する独立行政法人 

④ 国立大学法人法第２条第１項に規定する国立大学法人又は同条第３項に規定する大学共 

同利用機関法人 

⑤ 地方独立行政法人法第２条第１項に規定する地方独立行政法人 

⑥ 特殊法人(特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人であって、総務省設 

置法第４条第 15号の規定の適用を受けるものをいう。)又は認可法人(特別の法律により設

立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認可を要する法人をいう。) 

 (評議員の任期) 

第 12 条 評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議

員会の終結の時までとし、再任を妨げない。 

２ 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評議員の任

期の満了する時までとする。 

３ 評議員は、第 10 条に規定する定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任した

後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を有する。 

 (評議員の報酬等) 

第 13 条 評議員は、無報酬とする。 

 

 

   第５章 評議員会 

 (構成) 

第 14 条 評議員会は、すべての評議員をもって構成する。 

 

 (権限) 

第 15 条 評議員会は、次の事項について決議する。 

(1) 理事及び監事の選任又は解任 



(2) 理事及び監事の報酬等の額 

(3) 貸借対照表及び損益計算書(正味財産増減計算書)の承認 

(4)  定款の変更 

(5) 残余財産の処分 

(6) 基本財産の処分又は除外の承認 

(7) その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

 (開催) 

第 16 条 評議員会は、定時評議員会として毎年度６月に１回開催するほか、翌年３月及び必要があ

る場合に開催する。 

 (招集) 

第 17 条 評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき理事長が招集す

る。 

２ 評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議員会の招

集を請求することができる。 

 (議長) 

第 18 条 評議員会の議長は、その評議員会において、出席した評議員の中から選任する。 

 (決議) 

第 19 条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の過半数が

出席し、その過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評

議員の３分の２以上に当たる多数をもって行わなければならない。 

(1) 理事又は監事の解任 

(2) 定款の変更 

(3) 基本財産の処分又は除外の承認 

(4) その他法令で定められた事項 

３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、候補者ごとに第１項の決議を行わなけれ

ばならない。理事又は監事の候補者の合計数が第 21 条に規定する定数を上回る場合には、過半数

の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することとする。  

 (決議の省略) 

第 19 条の 2 理事が評議員会の目的である事項について提案をした場合において、当該提案につき

評議員（当該事項について議決に加わることができるものに限る。）の全員が書面又は電磁的記録

により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の評議員会の決議があったものとみ

なす。 

 (議事録) 

第 20 条 評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 議事録には、議長のほか、会議に出席した評議員の中から、当該評議員会において選任された

議事録署名人１名以上及び出席した理事が記名押印する。 

 

 

 



   第６章 役員 

 (役員の設置) 

第 21 条 この法人に、次の役員を置く。 

(1) 理事 ５名以上７名以内 

(2) 監事 ２名以内 

２ 理事のうち１名を理事長、１名を専務理事とし、１名の副理事長を置くことができる。 

３ 前項の理事長をもって一般社団・財団法人法上の代表理事とし、専務理事をもって同法第 91条

第１項第２号の業務執行理事とする。 

(役員の選任) 

第 22 条 理事及び監事は評議員会の決議によって選任する。 

２ 理事長、副理事長及び専務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。  

 (理事の職務及び権限) 

第 23 条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執行する。 

２ 理事長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、その業務を執行し、

副理事長を選定した場合には、副理事長は、理事長を補佐するとともに業務を掌握する。 

３ 専務理事は、理事会において別に定めるところにより、この法人の業務を分担執行する。 

４ 理事長及び専務理事は、毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執行の状

況を理事会に報告しなければならない。 

 (監事の職務及び権限)  

第 24 条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成する。 

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財産の状

況の調査をすることができる。 

(役員の任期) 

第 25 条 理事及び監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定

時評議員会の終結の時までとする。 

２ 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 

３ 理事又は監事は、第 21 条に規定する定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退

任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事としての権利義務を有する。 

 (役員の解任) 

第 26 条 理事又は監事が、次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって解任すること

ができる。 

 (1) 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

 (2) 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 

 (役員の報酬等) 

第 27 条 理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事には、評議員会において別に定める

総額の範囲内で報酬等の支給の基準に従って算定した額を報酬等として支給することができる。 

 (責任の免除) 

第 28 条 この法人は、理事又は監事の一般社団・財団法人法第 111 条第１項の損害賠償責任につい

て、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がない場合において、責任の限度となった事実の内

容、当該理事又は監事の職務の執行状況その他の事情を勘案して特に必要と認めるときは、理事



会の決議によって、損害賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を限度と

して、免除することができる。 

 

 

   第７章 理事会 

 (構成) 

第 29 条 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

 (権限) 

第 30 条 理事会は、次の職務を行う。 

 (1) この法人の業務執行の決定 

 (2) 理事の職務の執行の監督 

 (3) 理事長、副理事長及び専務理事の選定及び解職 

 (招集) 

第 31 条 理事会は、理事長が招集する。 

２ 理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは、各理事が理事会を招集することができる。 

 (議長) 

第 32 条 理事会の議長は、理事長がこれに当たる。ただし、理事長が欠けたとき又は理事長に事故

があるときは副理事長がこれに当たり、副理事長が選定されていないときは出席した理事の中か

ら議長を選任するものとする。 

(決議) 

第33条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し、

その過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、一般社団・財団法人法第 197 条において準用する同法第 96条の要件

を満たしたときは、理事会の決議があったものとみなす。 

 (議事録) 

第 34 条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 出席した理事長及び監事は、前項の議事録に記名押印する。ただし、理事長が欠席のときは、

議長の職にあった理事が記名押印する。 

 

 

第８章 運営委員会及び専門部会 

(運営委員会等) 

第 35 条 この法人に第４条に規定する事業を遂行するため、運営委員会及び次の専門部会を置く。 

⑴ 障害者スポーツ普及啓発部会 
⑵ 障害者スポーツ地域活動推進部会 
⑶ 障害者スポーツ指導者養成部会 
⑷ 障害者スポーツ競技力強化育成部会 

２ 運営委員会の委員は、障害者スポーツの推進に積極的な者の中から、理事会の決議を経て理事

長が委嘱する者及び各専門部会の部会長をもって構成する。 

３ 専門部会の部会長は、各専門部会の部会員の互選によって選出する。 



４ 専門部会の部会員は、障害者スポーツに関して専門的な見識を有する者の中から、理事会の決

議を経て理事長が委嘱する。 
５ 運営委員会及び専門部会に関する事項は、理事長が理事会の決議を経て別に定める。 
 
 
  第９章 事務局 
(事務局) 
第 36 条 この法人の事務を処理するため、この法人に事務局を置く。 

２ 事務局には、事務局長その他の職員を置く。 

３ 事務局長は、理事会の決議を経て理事長が任免する。 

４ その他の職員は、理事長が任免する。 

５ 事務局長その他の職員の事務分掌、給与等については、理事長が別に定める。 

 

 

 第 10 章 会員 

(会員) 

第 37 条 この法人の趣旨に賛同し、後援する個人又は団体を会員とすることができる。 

２ 会員に関する必要な事項は、理事会の決議により、別に定める。 

 

 

第 11 章 定款の変更及び解散 

 (定款の変更) 

第 38 条 この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。 

２ 前項の規定は、この定款の第３条、第４条及び第 11 条についても適用する。 

 (解散) 

第 39 条 この法人は、基本財産の滅失によるこの法人の目的である事業の成功の不能その他法令で

定められた事由によって解散する。 

 (公益認定の取消し等に伴う贈与) 

第 40 条 この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併により法人が消滅する場合(そ

の権利義務を承継する法人が公益法人である場合を除く。)には、評議員会の決議を経て、公益目

的取得財産残額に相当する額の財産を、当該公益認定の取消しの日又は当該合併の日から１箇月

以内に、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律(以下「公益法人認定法」という。)

第５条第 17 号に掲げる法人又は静岡県に贈与するものとする。 

 (残余財産の帰属) 

第 41 条 この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、公益法人

認定法第５条第 17 号に掲げる法人又は静岡県に贈与するものとする。 

 

 

 

 



  第 12 章 公告の方法 

 (公告の方法) 

第 42 条 この法人の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により行う。 

 

 

  附 則 

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人

の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律(以下「整備法」という。)第

106 条第１項に定める公益法人の設立の登記の日から施行する。 

２ 整備法第 106 条第１項に定める特例民法法人の解散の登記と公益法人の設立の登記を行ったと

きは、第６条の規定にかかわらず、解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の

日を事業年度の開始日とする。 

３ この法人の最初の理事長は岡野光喜及び最初の専務理事は藁科一仁とする。 

４ この法人の最初の評議員は別紙名簿に掲げる者とする。 

 

（別紙）      評 議 員 名 簿 

       氏        名 

 二 橋 眞 洲 男 八 谷 重 之 

 加 藤 正 武  小 出 隆 司 

 池 谷 享 士  沢 滝 博 昭 

 杉 山 浩 之  赤 塚 昭 雄 

 渡 邊 佳 洋  長 野 蝶 子 

 松 田 好 道  岡 本 武 

 杉 山 金 吾  大 庭 雄 樹 

 大 塚 康 夫  

              
 

附 則 

この変更は、平成２６年３月２７日から施行する。 

         

 



事業
年度

自 令和2年4月1日 法人コード A018397

至 令和3年3月31日 法人名
公益財団法人静岡県障害者
スポーツ協会

役員等名簿

１．評議員（公益財団法人の場合のみ）

フリガナ（姓/名） 氏名（姓/名）
常勤
非常勤 15

イワセ テルミ 岩瀬 輝美 非常勤 1

イケタニ オサム 池谷 修 非常勤 1

イシダ タカコ 石田 多嘉子 非常勤 1

コイデ タカジ 小出 隆司 非常勤 1

ヒロオカ ケンイチ 広岡 健一 非常勤 1

マスダ ヨシノリ 増田 吉則 非常勤 1

マスダ コウイチ 増田 浩一 非常勤 1

ヤマシタ ショウイチ 山下 昭一 非常勤 1

タバタ カツジ 田畑 勝次 非常勤 1

アマノ ハジメ 天野 一 非常勤 1

イワサキ ヤスエ 岩崎 康江 非常勤 1

スズキ ヒロシ 鈴木 宙志 非常勤 1

スギヤマ キンゴ 杉山 金吾 非常勤 1

オオバ タケキ 大庭 雄樹 非常勤 1

オオツカ ヤスオ 大塚 康夫 非常勤 1

２．理事

代表理事は、その者の「代表理事」の欄に「レ」を記載してください。 

フリガナ（姓/名） 氏名（姓/名）
常勤
非常勤

代表
理事 7

ナカニシ カツノリ 中西 勝則 非常勤 レ 1

オオゴダ シゲオ 大胡田 茂夫 非常勤 1

カンバラ ヒロフミ 神原 啓文 非常勤 1

タケハラ ユウコ 竹原 悠子 非常勤 1

アサイ ノブカズ 浅井 伸祐 非常勤 1

タカマツ ヒサシ 高松 央 非常勤 1

アキモト ケイコ 秋本 啓子 常勤 1

３．監事

フリガナ（姓/名） 氏名（姓/名）
常勤
非常勤 2

シガグチ ヒロシ 志賀口 弘 非常勤 1

ワラシナ カズヒト 藁科 一仁 非常勤 1



 

 

２０２０度事業報告 

（令和２年４月１日から令和３年３月 31日） 

 

１ 会議の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

  （１）理事会 

  （２）評議員会 

  （３）運営委員会 

  （４）専門部会 

 

２ 障害者スポーツの普及育成活動の推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

  （１）巡回指導事業 

  （２）地域障害者スポーツ推進事業 

（３）初級障がい者スポーツ指導員養成事業 

  （４）静岡県障害者スポーツ指導者協議会運営費助成 

  （５）スキルアップ講習会開催事業 

  （６）スポーツ教室開催事業 

  （７）競技力育成強化事業 

  

３ 障害者スポーツ大会の開催、派遣及び参加事業・・・・・・・・・・・・・・・９ 

  （１）第２１回静岡県障害者スポーツ大会「わかふじスポーツ大会」開催事業 

  （２）国際大会・全国大会出場費助成事業 

 

４ 会員等普及啓発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

  （１）協会誌発行事業 

  （２）スポーツ用具等貸与事業 

 

５ 会員の状況等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 会議の開催 

(１) 理事会  

   ア 第１回理事会（コロナ感染症の影響により書面決議） 

 (ア) 依頼日     令和２年６月 26日（金） 

(イ) 決議みなし日  令和２年７月７日 （火） 

(ウ) 同意及び確認 理事７人、監事２人 

(エ) 報告事項   ①２０２０年度業務報告について 

          ②２０２０年度資金運用の状況について 

 (オ)  議 事      ①運営委員会委員の選任について 

           ②２０１９年度事業報告について 

           ③２０１９年度計算書類と財産目録の承認について 

           ④２０２０年度定時評議員会招集について 

  イ 第２回理事会（コロナ感染症の影響により書面決議） 

(ア) 依頼日     令和３年３月 19日（金） 

(イ) 決議みなし日  令和３年３月 26日（金） 

(ウ) 同意及び確認 理事７人、監事２人 

(エ) 報告事項   ①２０２０年度業務報告について 

(オ)  議 事      ①２０２０年度収支補正予算（案）について 

           ②２０２１年度事業計画（案）について 

            ③２０２１年度収支予算（案）について 

            ④２０２１年度資金運用計画（案）について 

          ⑤事務局長の選任について 

            ⑥２０２０年度第２回評議員会招集について 

 (２) 評議員会 

ア 定時評議員会（コロナ感染症の影響により書面決議） 

(ア) 依頼日     令和２年７月８日 （水） 

(イ) 決議みなし日  令和２年７月 22日（水） 

(ウ) 同 意    評議員１５人 

 (エ) 報告事項   ①運営委員会委員の選任について 

          ②２０１９年度事業報告について 

③２０２０度業務報告について 

④２０２０年度資金運用の状況について 

(オ) 議 事    ①評議員の選任について 

②理事の選任について 

③２０１９年度計算書類と財産目録の承認について 

   イ 第２回評議員会（コロナ感染症の影響により書面決議） 

(ア) 依頼日     令和３年３月 26日（金） 

(イ) 決議みなし日  令和３年４月８日 （木） 

(ウ) 同 意    評議員１５人 

(エ) 報告事項   ①事務局長の選任について 

②２０２０年度業務報告について 

          ③２０２１年度資金運用計画について 



 (オ)  議 事      ①理事の選任について 

②２０２０年度収支補正予算（案）について 

           ③２０２１年度事業計画（案）について 

            ④２０２１年度収支予算（案）について 

（３） 運営委員会（コロナ感染症の影響により書面決議） 

 (ア) 依頼日  令和３年３月２６日（金） 

    (イ) 報 告  ①２０２０年度業務報告について 

           ②２０２１年度事業計画について 

 (４) 専門部会（コロナ感染症の影響により書面決議） 

ア 障害者スポーツ普及啓発部会 

イ 障害者スポーツ地域活動推進部会 

ウ 障害者スポーツ指導者養成部会 

エ 障害者スポーツ競技力強化育成部会 

(ア) 依頼日  令和３年３月２６日（金） 

    (イ) 報 告  ①２０２０年度業務報告について 

           ②２０２１年度事業計画について 

 

２ 障害者スポーツの普及育成活動の推進事業 

 －障害者スポーツの裾野拡大と育成― 

障がい者スポーツ指導員活用事業として、指導員を福祉施設、学校等に派遣する「巡回指導」

を継続実施した。また、障害者スポーツの普及のためにはなくてはならない指導員の養成とスキ

ルアップとともに、指導者協議会や競技団体との連携が深まるよう努めた。 

裾野拡大や普及育成のため、応援隊活動を行うとともに、競技団体を支援した。 

指導者協議会の活動と連携し、競技団体やスポーツ推進委員等市町の協力を得ながら、障害者

スポーツ普及育成活動を実施した。 

 

(１) 巡回指導事業 

No. 派 遣 先 内    容 参加人数 
指導員 
派遣人数 

1 心象めぐみ会共同作業所 フライングディスク ６人 ２人 

2 富士市立岳陽中学校 ペタボード、ボッチャ １２人 ２人 

3 浜松市立新津小学校 フライングディスク ２４人 ２人 

4 焼津福祉会 ワークすばる 
フライングディスク、ペタボード、

ボッチャ 
２９人 ２人 

5 すだち フライングディスク ２３人 ２人 

6 子ども発達センター たっく フライングディスク、ボッチャ ２０人 ３人 

7 
遠州仏教積善会 救護施設慈

照園 
フライングディスク、ボッチャ ５６人 ３人 



No. 派 遣 先 内    容 参加人数 
指導員 
派遣人数 

8 静岡県立掛川特別支援学校 ボッチャ ４５人 ６人 

9 静岡市立城山中学校 フライングディスク、ボッチャ ２４人 ２人 

10 掛川市立北中学校 ボッチャ １４人 ２人 

11 浜松市立八幡中学校 ボッチャ ３８人 ４人 

12 浜松市立都田南小学校 ボッチャ ２４人 ２人 

13 静岡市立麻機小学校 フライングディスク ８人 ２人 

14 
静岡県立掛川特別支援学校 

御前崎分校 
フライングディスク ３１人 ２人 

15 
静岡県立東部特別支援学校 

伊豆松崎分校 
ボッチャ ２５人 ４人 

16 富士市立田子浦中学校 フライングディスク、ボッチャ １０人 ３人 

17 焼津市立大井川中学校 
フライングディスク、ペタボード、

ボッチャ 
２２人 ３人 

18 浜松市立芳川小学校 ボッチャ、ペタボード ３３人 ３人 

19 静岡市立長田東小学校 
フライングディスク、 

ペタボード 
３１人 ４人 

20 静岡市立大谷小学校 
ペタボード、ボッチャ、 

フライングディスク 
１８人 ２人 

21 浜松市立可美小学校 フライングディスク １８人 ３人 

22 富士市立富士川第一中学校 ボッチャ ７人 ２人 

23 藤枝市立青島小学校 フライングディスク、ボッチャ ２０人 ３人 

24 掛川市立西中学校 フライングディスク、ボッチャ ７人 ２人 

25 伊東市立八幡野小学校 フライングディスク ８人 ３人 

26 掛川芙蓉会 あいあい学園 フライングディスク、ボッチャ ３９人 ４人 

27 
静岡市しみず社会福祉事業団 

なぎさホーム 
ボッチャ ３１人 ５人 

28 笑美会 フライングディスク、ボッチャ ２７人 ５人 

29 歩・歩わかまつ フライングディスク、ボッチャ ２４人 ３人 

合      計 ６７４人 ８５人 

（31年度 回数 50回  参加者数 1,416人  指導員派遣人数 93人） 

 

 



（２）地域障害者スポーツ推進事業 

ア 静岡県障害者スポーツ応援隊を活用した実技指導、講演会等 

№ 実施日 応援隊派遣先 応援隊 内容 参加人数 

1 9/22 
静岡県ブレードランニングクリニック      

（静岡市駿河区） 

山本篤 

佐藤圭太 
講演・実演 100人 

2 10/9 
藤枝市立広幡中学校 １、２年生徒・教職員    

（藤枝市） 
佐藤友祈 講演 170人 

 3 10/9 
静岡県立静岡南部特別支援学校 小５～中３

生徒・教職員・保護者（静岡市駿河区） 
佐藤友祈 講演・実演 30人 

4 10/26 
静岡県立静岡北特別支援学校 高等部 1～３年

生徒・教職員（静岡市葵区） 
佐藤圭太 講演・実技 120人 

5 10/26 
静岡県立中央特別支援学校 小中高等部生

徒・教職員（静岡市葵区） 
佐藤圭太 講演・実演 80人 

6 10/30 
島田市立初倉中学校 中学 1～３年生徒・教職

員・保護者（島田市） 
山本篤 講演 350人 

7 11/13 
磐田市立向陽中学校 中学 1～３年生徒・教職

員  （磐田市） 
佐藤圭太 講演 220人 

8 11/13 
袋井市立袋井南中学校 中学３年生徒・教職員  

（袋井市） 
佐藤圭太 講演 190人 

9 11/16 
下田市立下田小学校 小学３～６年生徒・教職

員 （下田市） 
山本篤 講演 160人 

10 12/22 ふじのくに人権フェスティバル講演会 山本篤 講演 動画撮影 

 

イ 県民向け障害者スポーツ普及啓発イベントの開催 

日付 内容 講師等 会場 
参加
人数 

9/22 

『静岡県ブレードランニングクリ

ニック』競技用義足の講習・体験

会等  

為末大、遠藤謙、山本篤、

佐藤圭太、春田純ほか 
このはなアリーナ 100人 

 

ウ パラサイクリング推進事業 

 パラサイクリング活動団体の発足に向けた準備をするとともに、タンデム自転車７台設置し、

特別支援学校３校へ貸出をした。 

 

エ パラアスリートインタビュー記事作成業務 

   佐藤友祈（陸上）、若山英史（車いすラグビー）、茶田ゆきみ（卓球）、稲葉将（馬術）、 

   藤本怜央（車いすバスケ）、杉浦佳子（自転車）、福島忍（パラアイスホッケー）、 

   山本篤（陸上）、ブレードランニングクリニック（春田純、佐藤圭太、遠藤謙）他 

 

 

 



オ チャレンジ！ユニ・スポ【ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャレンジ体験事業】 

 （特別支援学級がある小・中学校児童・生徒・教員を対象に「ボッチャ」体験授業実施） 

№  実施日 学校名 

参加者数 

児童生徒 

（うち障害児） 
教員 合計 

1 9月 3日（木） 袋井市立袋井西小学校 76（6） 3 79 

2 9月 8日（火） 菊川市立河城小学校 37（2） 4 41 

3 9月 30日（水） 伊東市立東小学校 40（11） 5 45 

4 10月 14日（水） 磐田市立磐田西小学校 95（5） 5 100 

5 10月 20日（火） 磐田市立豊田東小学校 75（2） 2 77 

6 10月 27日（火） 袋井市立山名小学校 145（9） 4 149 

7 11月 4日（水） 掛川市立中小学校 22（0） 2 24 

8 11月 10日（火） 浜松市立笠井小学校 81（2） 3 84 

9 11月 12日（木） 御殿場市立朝日小学校 78（2） 4 82 

10 11月 13日（金） 静岡市立由比小学校 43（0） 4 47 

11 12月 4日（金） 浜松市立追分小学校 54（30） 8 62 

12 12月 18日（金） 伊豆の国市立大仁小学校 68（1） 3 71 

合計 814（70） 47 861 

   

(３) 初級障がい者スポーツ指導員養成事業 

   （ア）２０２１年２月６日(土)、１１日(木祝)、１４日（日）、２１日(日)  

（イ）会 場 静岡県総合社会福祉会館、草薙総合運動場陸上競技場他 

（ウ）参加者 ２９人（２０１９年度：８４人、平成３０年度：９６人）  

（エ）内 容 「障がい者スポーツの意義と理念」「障がい者スポーツに関する諸施策」 

「スポーツのインテグリティと指導者に求められる資質」「各障がいの理解」 

「安全管理」「コミュニケーションスキルの基礎」等 

 

（４) 静岡県障害者スポーツ指導者協議会運営費助成 

   静岡県障害者スポーツ指導者協議会の運営（令和２年度地域指導員養成講習会開催）に対  

   して助成した。 

 

(５)  スキルアップ講習会開催事業 

№ 区 分 講師・関係機関等 参加者数 会 場 

1 指導員講習会 障害者スポーツ指導者協議会 ３５人 静岡市葵区 

2 指導員講習会 日本パラサイクリング連盟広報 １０人 静岡市葵区 

3 指導員講習会 障害者スポーツ指導者協議会 ２４人 浜松市北区 



№ 区 分 講師・関係機関等 参加者数 会 場 

4 指導員研修会 障害者スポーツ指導者協議会 ２３人 沼津市 

5 指導員研修会 障害者スポーツ指導者協議会 ４４人 静岡市葵区 

 

 (６) スポーツ教室開催事業  12教室 参加者 延 943人、（2019年度 19 教室  延 3,513人） 

№ 教 室 名 内       容 会 場 

実施回数 

2020 

年度 

2019 

年度 

1 陸上競技(身・知・精) 陸上競技の基本 富士市他 ５ ２１ 

2 卓球身体(身・知・精) 基本練習、試合等 浜松市他 ９ ９ 

3 卓球ＳＴＴ（視覚） 基本練習、サーブ練習等 浜松市他 ９ １０ 

4 水泳(身・知・精) 水慣れ、個人練習等 静岡市他 ２ １４ 

5 
アーチェリー 

（身・知・精） 
安全管理、構え方、射ち方等 静岡市他 ７ １８ 

6 
グランドソフトボール
（視覚） 

基礎練習、シートバッティング等 静岡市他 ６ ７ 

7 
車いすバスケットボー
ル（身体） 

－ － ０ ２ 

8 
フライングディスク 
(身・知・精) 

ディスクキャッチ、実践練習 静岡市他 ８ １２ 

9 ボウリング(知的) － － － １ 

10 サッカー(知的) 基礎練習、シュート練習等 静岡市 ２ ７ 

11 
電動車椅子サッカー 
（身体） 

－ － － ７ 

12 ボッチャ(身・知・精)  － － － ６ 

13 卓球知的(身・知・精)  － － － ８ 

14 バレーボール（聴覚） 基礎練習、ゲーム等 沼津市他 １５ １６ 

15 バレーボール（知的） － － － １０ 

16 
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル  
（知的） 

－ － ０ ２１ 

17 
フットベースボール 
（知的） 

－ － ０ ４ 

18 ソフトボール（知的） － － － １ 



№ 教 室 名 内       容 会 場 

実施回数 

2020 

年度 

2019 

年度 

19 
車いすダンス 
(身・知・精) 

－ － － ５ 

合   計 ６３ １７９ 

 

（７）競技力育成強化事業    参加者延 12競技 強化 813人（2019年度 16競技 1,405人） 

№ 競 技 名 内  容 会 場 

実施回数 

2020 

年度 

2019 

年度 

1 陸上競技(身体・知的) － － ０ ３ 

2 水泳(身体・知的) 強化練習 静岡市他 ３ ５ 

3 アーチェリー(身体) 強化練習 掛川市他 ６ ９ 

4 卓球(身体・精神) － － ０ １ 

5 サウンドテーブルテニス（視覚） 強化練習 静岡市 ２ ２ 

6 卓球(知的・精神) － － － ２ 

7 フライングディスク(身体・知的) － － ０ ２ 

8 ボウリング(知的) － － － ３ 

9 バレーボール(聴覚) 強化練習 静岡市 ７ ８ 

10 バレーボール(知的) － － － ０ 

11 サッカー（知的） 強化練習 吉田町他 １６ １６ 

12 ソフトボール(知的) － － － ５ 

13 フットベースボール（知的） 強化練習 静岡市 ５ ４ 

14 車いすバスケットボール(身体) 強化練習 静岡市他 ８ ２ 

15 グランドソフトボール(視覚) 強化練習 浜松市 ２ １ 

16 バスケットボール(知的) 強化練習 静岡市他 ９ ６ 

合            計 ５８ ６９ 

 

 



３ 障害者スポーツ大会の開催、派遣及び参加事業 

―競技力向上と「わかふじスポーツ大会」の充実―   

競技団体、各種団体・学校との連携を強化し、競技役員、ボランティアなどの支援を受けて「わ

かふじスポーツ大会」への参加者の拡大や競技力向上対策の強化及び全国障害者スポーツ大会で

の派遣選手の活躍を図るための事業を実施した。 

また、パラリンピック等を目指す障害者スポーツアスリートに対する支援の充実に努めた。 

 

(１) 第２１回静岡県障害者スポーツ大会「わかふじスポーツ大会」開催事業 

  ア 実施期間 令和２年９月１９日(土)～１１月８日(日) 

  イ 会 場   静岡県草薙総合運動場・ヤングランドボウル・静岡県立静岡視覚特別支援学 

校・静岡県立吉田特別支援学校 

  ウ 種 目  フライングディスク（身体・知的・精神）・ボウリング（身体・知的・精神）・

フットベースボール（知的）・グランドソフトボール（視覚） 

※新型コロナウィルス感染症の影響により中止 

（陸上競技・水泳・アーチェリー・卓球・車いすダンス・サッカー・車いすバスケットボール・

車いすツインバスケットボール・バスケットボール・バレーボール・ソフトボール・電動車椅子

サッカー・ボッチャ） 

 

エ 参加選手数  ４５４人（２０１９年度: ２，９０２人） 

年 度 障害別 競 技 別 合計延人数 

２０２０ 

    年度 

身 体 １４３人 
個人競技 

３２３人 

(延５４２人) 

６７３人 知 的 ２６５人 

団体競技 １３１人 
精 神 ４６人 

２０１９ 

    年度 

身 体 ６０９人 
個人競技 

１，５１２人 

(延２，６２４人) 

４，０１４人 知 的 ２，１１９人 

団体競技 １，３９０人 
精 神 １７４人 

 

オ 参加役員数 １９０人（２０１９年度：１，２１３人） 

 

（２）国際大会・全国大会出場費助成事業 

 ア 2020東京パラリンピック「ふじのくに」スポーツ推進事業費助成 

     東京 2020パラリンピック競技大会に静岡県関係の選手が多く出場できるよう、静岡県指定強

化選手選定委員会の推薦に基づき、静岡県が指定した選手が競技力向上のために行う強化活動

を支援した。 

対 象 者 金  額 

17人 12,809,805円 



〔２０２０年度静岡県指定強化選手〕 

№ 競 技 氏 名 障害 所 属 備 考 

1 陸上競技 佐藤 圭太 肢体 トヨタ自動車 藤枝市出身 

2 陸上競技 佐藤 友祈 肢体 ＷＯＲＬＤ－ＡＣ  藤枝市出身 

3 陸上競技 鈴木 雄大 肢体 日本体育大学 三島市 

4 陸上競技 山口 光男 知的 パーパス 富士市 

5 陸上競技 山本 篤 肢体 新日本住設 掛川市出身 

6 ボッチャ 杉村 英孝 肢体 （有）伊豆介護センター 伊東市 

7 自転車 杉浦 佳子 肢体 楽天ソシオビジネス（株） 掛川市出身 

8 自転車 福井 万葉 肢体 （株）ﾊﾞﾀﾌﾗｲ･ｴﾌｪｸﾄ 静岡市 

9 ５人制サッカー 田中 章仁 視覚 ＮＴＴクラルティ（株） 静岡市出身 

10 柔道 土屋美奈子 視覚 （株）ギャラリー・ド・ポップ   伊豆の国市 

11 卓球 茶田ゆきみ 肢体 （株）スヴェンソン 熱海市出身 

12 卓球 土井健太郎 肢体 SST（静岡県身体障害者卓球協会） 富士宮市 

13 卓球 中本 亨 肢体 ドマーニ卓球クラブ 静岡市 

14 ｼｯﾃｨﾝｸﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 中野 琢也 肢体 川口アミーゴ 浜松市 

15 車いすﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 藤本 怜央 肢体 ＳＵＳ（株） 島田市出身 

16 車いすﾗｸﾞﾋﾞｰ 荒武 優仁 肢体 日本ＨＰＥ（株） 浜松市出身 

17 車いすﾗｸﾞﾋﾞｰ 若山 英史 肢体 あしたかケアセンター 沼津市 

18 車いすテニス 堂森佳南子 肢体 日本オラクル（株） 吉田町出身 

 

４ 会員等普及啓発事業 

  障害者スポーツに対する理解者を多く募る広報に努め、障害者スポーツに参加する者を支援す

る体制づくりを目指した。 

  

 (１) 協会誌発行事業 

 第４５号 ≪2020年８月号 15,000部発行≫ 

① 東京 2020オリンピックパラリンピック 2021年度開催 

② 第 21 回静岡県障害者スポーツ大会「わかふじスポーツ大会」新競技日程、

第 20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」延期 

③ ＮＥＷＳ 日本障がい者スポーツ協会功労章、貸出用具、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のための「新しい生活様式」 

④ 2020 年度 2020 東京パラリンピック「ふじのくに」スポーツ推進事業指定強

化選手 

⑤ 県内障害者スポーツ活動団体紹介 

⑥ お知らせ みんなでスポーツ教室、スポーツ巡回指導、初級障がい者スポー  

ツ指導員養成講習会、静岡県ブレードランニングクリニック、静 

岡県障害者スポーツ指導者協議会の紹介 

⑦ 会員募集 



第４６号 ≪2021年２月号 16,000部発行≫ 

① 東京 2020パラリンピックまで 200日 

② 第 21 回静岡県障害者スポーツ大会「わかふじスポーツ大会」報告・各競技

実績数、2020 年度 2020東京パラリンピック「ふじのくに」スポーツ推進事

業指定強化選手 

③ ＮＥＷＳ 静岡県障害者スポーツ応援隊派遣事業 

④ ＮＥＷＳ 静岡県ブレードランニングクリニック 

⑤ 静岡県パラサイクリング練習会＆体験会・サポーター養成講習会 

⑥ ＮＥＷＳ 静岡県出身・在住パラアスリートの活躍、スポーツ巡回指導、チ    

ャレンジ！ユニ★スポ、静岡県障害者スポーツ指導者協議会 

⑦ お知らせ ふじっぴー寄付型自動販売機 

⑧ 県内障害者スポーツ活動団体紹介 

⑨ 会員募集 

  

（２）スポーツ用具等貸与事業 

年  度 貸出総件数 貸出団体数 

２０２０年度 ３１件 １３団体 

２０１９年度 １０２件 ３９団体 

［内訳］ 

貸出団体 件数 用  具  名 使  途 

行政関係  ２ ボッチャ、タンデム自転車 パネル 他 イベント 

福祉関係団体 １３ 
フライングディスク、ペタボード、ボッチャ、

フロート R、ビブス 他 

レクリエーション、
イベント 

学校関係  ４ 
フライングディスク、ボッチャ、ラダーゲッ

ター 他 
イベント、授業 

競技団体 １０ 
ボウリングセット、ボッチャ、フライングデ

ィスク、バトミントン 他 

レクリエーション、

大会、授業 

個人  ２ ボッチャ 他 授業 

 

５ 会員の状況等 

区  分  
納 入 者 数 口 数 金    額 

2020 年度 2019 年度 2020 年度 2019 年度 2020 年度 2019年度 

会  員 
個 人 269 244 298 261 596,000円 522,000円 

団 体 63 57 88 86 880,000円   860,000円 

賛助会員 
個 人 48 59 113 87 113,000円 87,000円 

団 体 38 29 70 53 350,000円   265,000円 

合  計 
個 人 317 303 

569 487 1,939,000円 1,734,000円 
団 体 101 86 















２０２１年度事業計画 

 

静岡県障害者スポーツ協会は、静岡県及び静岡市、浜松市からの委託を受けた静岡県

障害者スポーツ大会「わかふじスポーツ大会」の開催や全国障害者スポーツ大会への選

手団派遣事業を中心に、地域における障害者スポーツを振興するため、初心者を含めた

障害者スポーツ教室の開催、障がい者スポーツ指導員養成講習会などを行い、障害者の

スポーツに対する期待に応えてきました。パラアスリートの講演会やイベント等の事業

も行い、東京 2020パラリンピック競技大会の機運醸成も図ってきました。 

2020 年度は、開催が見送られた全国障害者スポーツ大会のように感染症の影響で規

模縮小や中止を余儀なくされた事業がありました。協会は安全・安心と判断できる状況

で「やれることはやる」というスタンスで県や関係団体等と相談しながら取り組み、感

染症対策のノウハウが蓄積されてきました。 

制約の多い生活を送る中でスポーツの大切さが取り上げられる頻度が増し、障害者ス

ポーツへの要望も協会に届いております。延期になった東京 2020 パラリンピック競技

大会の開催も近づいてきました。生命や健康の大切さを第一に考えながら、障害者スポ

ーツの振興を図ることが求められています。 

 これらの状況を踏まえ、静岡県や県内各市町、教育委員会、静岡県スポーツ協会の協

力を得る努力等を継続しながら、定款に掲げる目的「障害者スポーツの振興を図ること

により、スポーツを通じて障害者の社会参加を促進し、もって障害者福祉の向上に寄与

する」を達成するため、下記の重点施策をもとに諸事業を実施します。 

 

【２０２１年度重点施策】 

 

１ 障害者スポーツの普及育成活動の推進 

   －安全・安心に留意した状況での障害者スポーツの裾野の拡大― 

協会は、障がい者スポーツ指導員活用事業として、東・中・西部での「みんなでス

ポーツ教室」や、指導員を福祉施設、学校等に派遣する「巡回指導」を継続実施する。 

 また、東京 2020 パラリンピック競技大会の機運醸成及びレガシーとして、障害のあ

る人もない人も共に自転車に親しめるサイクルスポーツの聖地づくりを推進する。 

身近な地域で障害者スポーツができる環境づくりに向け、障がい者スポーツ指導員

の資質向上と活用推進を目指した講習会を行う。障害者スポーツ指導者協議会の活動

と連携し、競技団体やスポーツ推進委員等市町の協力を得ながら、感染症対策を講じ

安全・安心に留意した状況で障害者スポーツの普及育成活動を実施する。   

 

２ 障害者スポーツ大会の開催、派遣及び参加 

―感染症対策を講じた「わかふじスポーツ大会」の開催と競技力の向上― 

競技団体、各種団体・学校との連携を強化し、競技役員等の支援を受けて、感染症

対策を含めた危機管理に努め安全・安心と判断できる状況で「わかふじスポーツ大会」

を開催する。全国障害者スポーツ大会への派遣を行い、派遣選手の活躍を目指す。ま
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３ その他目的を達成するために必要な事業（定款第４条第３号） 

   －会員等普及啓発― 

 

（１）協会誌発行事業 

障害者スポーツに対する県民の理解を深め、障害のある人が自らスポーツに親し

む機会を得るためのスポーツ教室や大会関係の情報を掲載した広報誌を発行する。 

・発行部数 年１回 １５，０００部 

（２）スポーツ用具等貸与事業 

会員等を対象に、障害のある人が気軽にスポーツに親しむことができるよう、ス 

ポーツ用具を整備し、その貸し出しを行う。また、障害者スポーツの啓発のための 

映像資料等も貸し出す。 

＜貸与用具＞ 

フライングディスク用具、バスケットボール用具、バレーボール用具、ボッチャ 

用具、ソフトボール用具、サウンドテーブルテニス用具、ペタボード用具、バル 

バレー、ユニホック、ピロポロ、ディスクゴルフ、ラダーゲッター、ゴールボー 

ル、エアボール等 

＜障害者スポーツビデオ、ＣＤ及びＤＶＤ＞ 

障害者のスポーツ、わかふじスポーツ大会関係、全国障害者スポーツ大会、 

国際車椅子マラソン大会、みんなで楽しむ障害者スポーツ（５巻）、 

もっと知りたい障害者スポーツの魅力 等 

（３）その他 

・協会活動の拡充に必要な会員の加入促進をスポーツ大会や福祉関係団体等の会合

の折に積極的に行うほか、県内企業等への働きかけを行う。 

・県民だより、地元新聞等のマスコミ、協会ホームページ等を活用し、協会事業活 

動のＰＲを行う。 

・スポーツ基本法の精神を踏まえ、健常者スポーツとの協働を模索しながら、静岡 

県スポーツ協会との競技スポーツ等の連携をより濃密にするとともに、活動にあ 

たり各障害者スポーツ競技団体、特別支援学校、静岡県障害者スポーツ指導者協 

議会との情報交換に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 




